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大江 建 大江事務所代表 

本荘 絡三 大江事務所 ( 現が 甜河 八軒インク。 ク 。 ル -7 。 勤務 ) 
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本研究は、 起業現象のモチベーション・スタディーから 得られた結果について 
報告したものであ る。 ベンチャー起業家とべンチヤ 一事業、 大企業及 び 大企業 マ 

ネージャー、 そして研究者及び 研究所の間の 違いに着目し、 各々を 比 校し客観的 

に 評価することによって 創造性と起業現株の 分析を行った・ 

本研究では、 俺単 な人間の二元的願望モデルを 考えた・ 人間の内には 二つの 互 

いに 葛穣 する願望が存在する。 ひとつは「他の 人と同じであ りたいⅠ という願望 

であ り、 もうひとつは 「他の人と異なっていたいⅠ という願望であ る。 この二つ 

の 欲求は、 幼少時からの 軽 按を通過し、 互いに 俺航 した内面での 間争を続けてい 

る。 そして成熟してくると、 この 衷藤 する願望は平衡状態に 到達する。 パーソナ 

ル ・アイデンティティーは、 平衡状態下での 他の人との違いを 反映する・ 言 うな 

らば、 「私は他の人と 違 う 」 ということがアイデ 、 ノ ティティ一の 強さをもたらす 
のであ る。 これが自己を 表現する創造的活動のモチベーションになる。 言い替え 

れば、 他と 違 う ことの欲求が、 芸術や、 自然科学、 そして起業 活 勒などの創造的 

活動へと人を 向かわせるのであ る。 
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調査対象を以下のように 設定し質問表を 送付した・ 

    ベンチャー起業家 125 人 : 年神 や 事業年数などの 制限を設けず、 自分自身の事業 

を 創業した人をべンチャー 起業家と定義した。 

2, 大企業マネージャー 87 人 : 部署の制限無し。 

3. 研究者 129 人     大企業及び、 大学の研究者。 

本研究では、 P  D  I  (Personal  Difference Index) 、 C D I (Corporate 

Difference Index) そして個人と 事案・研究のバックバラウンドの 三つの部分から 

なる安間表を 使用した。 

起業現象は起業家的人材とそれを 囲む専業 瑛杭 によって生み 出されると考え、 

まず個人について 仕 本に関する価値視、 モチベーシヨン、 行劫理俳、 車乗哲学を 

質間し 、 次に会社・研究所の 体制・風土・ 経営方針、 社内で得られる 棋会 ・ 寅源 

等の事業環境について 穏間 した・ 佃人の寅間を 「他の人とどれだけ 違うか」 とい 

う尺度で指数化 (0-100) したものを P D I と呼び、 専業・研究 穏咲 の 穏 何を Ⅱ他の 

事案・研究所とどれだけ 違 うか 」 という視点で 指数化 (0-100) したものを C D I と 

して， この二つの指数によって 創造性と起業現株の 分析を行った。 この P D I は 

パーソナル・アイデンティティー、 また C D I はコーポレート ・アイデンティテ 

ィーを示している。 
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3 . 分析結果 
3. 1. P  D  l ,  C  D  I 分析 

ベンチャー起業家、 大企業マネージャー、 研究者の P D I, C D I をグラフ 上 

に プロットすると、 ベンチャー起業家と 大企業マネージャー・ 研究者が区分され 
ることが明らかに 示される。 ベンチャー起案 家は 、 個人・卒業共に「 他と 違 う 」 

という 認稚が 強く、 大企業マネージャーは「 他と 同じ」という 認琳に 近いことが 
わかる。 この議論は判別分析の 結果によっても 確認された、 75% のべンチャー 起業 宗 と大企業マネージャーが P D I 、 C D によって正確に 区分された・ 更に 、 研 

究 者はマネージャー よりも低い P D I, C D l の分布となっている。 C D I は 同 

程度だが、 P D I はかなり低い・ 研究者の方が、 マネージャーよりも 枠に縛られ、 
同質化しているといえよう。 

， """" 蜥 
P D I. C D I と個人・事業・ 研究のバックバラウンド・データとの 相関分析 

な 行い相関マトリクスを 作成した・ 

定年まで勤める 意志が強いマネージャーほど P D I が低い。 また独立する 意志 

が 強 い マネージャーほど P D I が商い・ この結果は P D I が起案 家 精神の測定法 

として有効であ ることを示している。 

更にまた、 マネージャー は 年齢、 大企業 軽 数年数、 勤続年数が大きいほど P D 

Ⅰが低い。 一方、 ベンチャー起業家の P D I は年神や大企業 経検 とは相関してい 
ない。 つまり、 大企業の体制や 風土の中では 個人の起業家精神は 次第に失われて 
行き、 組織の一部に 同化して行くのであ る・ 

次に、 ベンチャー起業家は、 従業負数、 売上高が大きいほど C D I は低くなる。 

すなね ち、 事業の大規模化・ 成熟化が C D I を下げているのであ る・ 大企業マネ 

一 ジャ一の C D I は従業員数、 売上高とは相関していないが、 起業家の C D I よ 

りもかなり低 い ・ これは、 事業規模と従業 貝 の増加による 圧力によって 起業家 糟 

神 が押さえられることを 示している。 

また、 研究者は、 若 い 方が P D I が 商く 、 中間管理職では 低くなる。 そして、 

所長クラスになっている 人は、 P D l が荷い。 同枝に 、 商学歴であ るほど、 親が 

研究者であ ったものほど P D I が商い。 

" ユ % 荻 " 
起業家、 マネージャーは 意思決定についての 項目の重要度が 商 い ・ 自分への 権 

限 とそれを実現させる 体制が 億 となる・ 

一方， 研究者は、 起業家やマネージャー と 違い、 より他人や社内との 関係を示 

す因子の重要度が 高 い ・ すなね ち、 日オ の 研究所では、 内部の関係が 一番の関心 

事であ り、 自己の創造的 活劫は ついてはマネージャ と比 校しても劣るという と 

が 出来る・ それだけ、 内部文化・体制への 同化の圧力が 強いのであ ろう・ 
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創案 期 ( 卒業年数 5 キー 以内 ) のべンチャー 起菜家の 80% を右上の領域に、 20% を 

左下の領域に 含むところを 選 び 窩を引くと起業曲線 (E- Ⅱ ne: CDI ,   0 ， gPDI  + 

63) が描ける。 大企業マネージャ 一のほとんど (87X) は起業油塊すなわち 起菜 現 

象の起こる境界腺の 下であ る。 

バランス曲線は、 全起業家サンプルの 回帰直裸 (CDI = 1.lPDI - 11. 1) であ る。 

創業期の起案 家は バランス 曲 棟の周囲に散在しているが、 事業年数 15 年以上の生 

き 残ってきたべンチヤ 一 起業家はバランス 曲線の近くに 分布していることから、 

バランス曲線は P D I と C D I の適正バランスを 示しているよ う に解釈される・ 

バランス、 曲線に近 い ものが生き残り、 速いものは淘汰されたことを 意味している 

のであ ろう・ 

事業年数 10 年未済で売上荷 10 億円以上の雨成長ベンチャーは、 起業油綿 と パラ 

ンス曲線の交点付近に 集中している。 そして、 事業年数 10 年 以上で売上高 10 億円 

未満の低成長ベンチャーは、 高成長ベンチヤ 一の分布する 領域を挟むように 2 つ 

の領域に集まっている・ 忠成長ベンチヤ 一は 、 起案油塊に近く、 その多くは バラ 

ンス曲線に沿って 分布している・ 一方、 低成長 べ、 ノチャーは、 起案曲線から 離れ、 

バランス 曲 練からも散在している・ これは、 P D I, C D I の低い領 柑 のものは 

起業家精神に 欠け成長も遅い、 また P D I, C D I の荷い傾城のものは「 他と 違 

い過ぎ」 て弗境 に適合できないということを 意味しているように 思われる・ 

ベンチャー・キャピタル、 ベンチャー起案家へのインタ ピュ 一によって、 各領 

壌 のべンチャー 起業家には共通する 点が多く、 これにより傾向として、 おおまか 

に 3 タイプに分類できることが 分かった。 その 特 倣は以下の通りであ る。 

● ワンマン型 ( 商い P D I, C D I ) : ワンマン型の 経営、 カリスマ的社長・ 

若 い 企業や小さい 企業が多い。 車乗年数が長いものでも、 個人企業的色彩が 強く 、 

成長していない・ 上 堺は抹しいとみられている ， 

● ベンチャ一型 ( 起業曲線前後 ) : 成長 桂 の高 い ものはここに 安い・ 個性 と常 

球の バランヌ、 がとれ、 起業 家 精神と現実的な 車業運営を両立・ ベンチャー キヤピ 

タルの投資先がこの 型に多 い ・ 

● マンネリ型 ( 低い P D I , C D I ) : ピークを過ぎ 低成長、 現業維持。 古 い 

下請け的企業やすでに 大きくなった 企業が安い・ 

一 """ " " 。 。 " 

ここでは会社ごとにマネージャー の 平均をとり、 P D I 、 C D I の会社平均を 

使って、 業界と会社人材について 分析した・ 

ベンチヤ一については、 車業規模が大きくなるほど C D I が低下してきて 大企 

柔に 近くなる・ 一方、 大企業 は ついては、 C D I は業界によって 決まってくる。 

大企業マネージャー の会社ごとの 平均点をとると、 同じ案 外 内の企 乗は C D I が 

似通った値をとっている・ 

エレク トロニクスが 最も業界平均 C  D  I ( I D I : Industrial Difference 

Index) が高く、 続いて化学、 証券、 サービス、 石油、 窩維 、 消穏財 、 保険、 鉄打 
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の 傾になる。 技術革新の激しい 俺 子や化学業界が 商い I D I を示しており、 - 方 

新製品は多いが 技術革新は速く な い 消 文材、 規制の大きい 保険 桑 、 そして業態 転 

換 が迫られている 投打業苦が低い C D I を示している。 

起業環境は会社というより 業種によって 決まり、 I D I は技術そして 市掲 進展 
の スビード、 すなわち 葉 界の進展 度 によって決まる・ これは業界特有の 投資全額 
と時間の単位に 関係しているよ う に思われる。 1 千億円 20 年単位の鉄 牡業や 10 億円 

半年単位の電チ 産 菜の投資などのように 業界固有の物差しがあ り、 それが I D I 
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研究者を実 頑 のあ る研究者、 大学の先生、 企業の研究者の 3 グループに分けて 
比較すると、 P D I, C D I ともに企業の 研究者が最も 低 い ・ また、 依存心の少 

な い 創造的なものほど 実頑 もあ げている。 

テーマの選択の 自由度からみても 企業研究者は、 事実上、 現 桶 の 下蒲 けであ り、 
その点大学には 自由が残されている。 しかも、 大企業マネージャー と比 校してみ 

てもかなり低 い P D I であ る・ 研究者は、 総じて狭い世界で 皆同じという 意魏が 

強 い のであ ろう。 よく企業では、 業捺 ・新領域での 研究や、 ニーズを取り 入れた 

研究開発の推進が 唱えられているが、 現状はそれとは 全く逆で、 外部との接触が 

ほとんどないと い えよ う 。 

今までの研究の 体制は、 応用技術の改良、 効率性の追次が 主眼とされ、 この点 

においては最適のものとなっていた・ しかしこれからは、 独創 的 すなわち「 他と 

違 う 研究」をする 上でも、 P D I, C D I を高めるような、 創造的研究を 推進す 

る 新しい体制・ 仕組みが必要であ る・ 

7  .  @ s 

将来の研究課題としては、 他国における 調査による回禄比較が 期待される。 特 

に 、 個人の個性が 重要視され、 創造的環境の 米国での研究が 望まれる・ また調査 

対象の拡大が 必要であ る。 個人としてでなく、 研究チームとして 調査することは 

有効な手段であ ろう。 そして、 研究組織全体に 渡る調査が出来れば、 創造的研究 

組織構成が研究できるであ ろう。 
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